
 

 

 

江戸時代に城下町であった山崎の町は、

播磨国宍粟郡における中心都市でした。 

元禄年間（1688～1703）の城下町の様

子が記録された古文書、『山崎町御用書

貫』を読み解きながら、「城下町山崎」

の都市としての成立と構造について解

明します。 

本講座は『しそう学びパスポート』対象講座です 

受講方法：当日受付（申込み不要） 

定 員：先着 100 名程度 

要約筆記・手話通訳あり 

【問合わせ先】 

宍粟市教育委員会 社会教育文化財課 

〒671-2593 

宍粟市山崎町中広瀬 133 番地 6 

TEL：0790-63-3117 

FAX：0790-63-1063 

 

宍粟防災センター 

駐車場 

Zyou  

 

『山崎町御用書貫 上・下』個人像 

（市指定文化財「山崎町町方文書」） 

 

やまさきまちごようかきぬき 

平成３０年度 第３回 宍粟学講座 

近世都市 

山崎の成立と構造 

きん   せい    と    し 

やま   さき        せい   りつ        こう   ぞう 

臨時 

駐車場 
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いま い しゅうへい 

平成３０年 

８月２５日（土） 

午後２時～午後３時 30 分 
 

会 場  宍粟防災センター５階ホール 
〒671-2576 兵庫県宍粟市山崎町鹿沢 65 番地 3 

 

 

講 師  今井 修平 さん  
 

   (バ  ス) 神姫バス山崎停留所より西へ徒歩５分 

(乗用車) 中国自動車道山崎 IC 下車５分 

※防災センター駐車場が満車の場合は西側臨時駐車場をご利用ください 


